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人材分野における戦略の方向性について 

 

１．人材分野における本県の特徴について 

(1)高等教育機関の集積 

 人口１０万人あたりの高等教育機関数  １．６３（全国２位） 

 

(2)就業率の高さ 

 就業率（％）             ５９．７（全国４位） 

 女性就業率（％）           ５１．２（全国１位） 

 

(3)モノづくり企業の集積 

 ニッチトップ企業数          (H17)40社→(H25)64社 

  

(4)県内学生の流出 

 県内大学・高等専門学校卒業者の約６割が県外で就職 

 

 

２．人材分野を取り巻く環境変化について 

(1)少子高齢化の進行による生産年齢人口の減少 

 生産年齢人口が６割をきり、高齢者人口が３割を超える（平成３２年） 

 人材不足、後継者不足 

 

(2)グローバル化の進展 

 アジア等新興国のＧＤＰの拡大 

 県内企業の海外拠点数の増加 

 

(3)消費者ニーズの多様化 

 安全・安心への意識の高まりなどを背景として消費者ニーズが多様化 

 

(4)産業基盤（陸・海・空）の充実 

 能登有料道路などの県内有料道路３路線の無料化 

 北陸新幹線の金沢開業（Ｈ２６年度末までに） 

 金沢港の国際航路数の増加 

 小松空港の国際便数の増加 

 

(5)次世代産業創出の取組みの進展 

 炭素繊維に関する研究開発拠点の整備など国の大型プロジェクトに採択 

  

(6)採用選考時期の後ろ倒し 

 政府の要請により、広報活動開始時期を大学３年生の１２月から３月への

後ろ倒し、選考活動開始時期を大学４年生の４月から８月とすることを規

定した指針を策定（経団連）（現在の大学２年生から適用） 

資料６ 

 



 

2 

３．今後十年間を見据えた人材分野の戦略の方向性について 

 

課題① 生産年齢人口の減少、グローバル化の進展、消費者ニーズの多様化、 

次世代産業創出の取組みの進展 

→３－１．高度専門人材の育成・確保 

(1)首都圏からの人材確保 

(2)グローバル人材の育成 

   (3)企業における研究・開発を担う人材の確保 

  (4)女性や高齢者の活用 

(5)次代を担う人材の育成 

    

課題② 生産年齢人口の減少、モノづくり企業の集積 

→３－２．技能人材の育成・確保 

 

課題③ 県内学生の流出、少子高齢化の進行、採用選考時期の後ろ倒し、 

    モノづくり企業の集積 

→３－３．若年人材の育成・確保 

(1)県内企業への就職促進 

(2)定着支援 

(3)モノづくり離れの防止 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 

①人口推移と見通し（県内）      ②人口推移と見通し（全国） 
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③女性の年齢階級別就業率 

 

④民間企業における管理職への登用状況（男女比率） 

 

⑤石川県における高等教育機関の集積等について 

 


